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第１章 ◆「スモールハウス」からはじめよう！

⬅菊池夫妻がパネル方式でセルフビルド
した４畳小屋は、プロ級の出来映え。小屋
の手前側には、さらに6畳の広さのデッキ
＆下屋も設けた。⬆今回の小屋作りでは、
DIYの体験がほとんどない素人の若者た
ちにも協力してもらったのだが、全員ほと
んど迷わずに作業することができた。「パ
ネル方式」は、事前のパネルの作製がしっ
かりしていれば、まさにプラモデル感覚で
楽しめる画期的なスタイルなのだ！

ツーバイ構法をアレンジした「パネル方式」で、精度も施工速度も飛躍的にアップ！

「4 畳小屋」を１週間で作る方法
 ◆難易度＝★★★☆☆　◆作業日数＝5 〜 7 日間

実例❶のように、素人が小屋を作るならツーバイ構法

を採用するのが一番のお勧めだ。しかし、ツーバイ構法

では床の下地を先に張ってしまうことから、雨仕舞いを

考慮すると屋根のルーフィングを張るまでは、晴天が続

いてほしい。とはいえ、休日の限られているサラリーマ

ンは、天候は運に任せるほかはないのが現実……。

そんなセルフビルダー共通の悩みを一気に解決してし

まったのが、私のセルフビルド仲間であり、第 5章の

木の家でも多大な協力をしてくれた菊池義尚氏だ。

「自分で家を作ろうと思っても、手伝ってくれる人が知

識や技術を持っているとは限りませんよね。というか、

私のような普通のサラリーマンの場合だと、知識のない

嫁が手伝ってくれたり、素人の仲間が応援してくれるパ

ターンのほうが多いと思うんです」

そこで菊池氏が考案したのは、ツーバイ構法をアレン

ジした「パネル方式」。これは、サブロク板の構造用合

板に２×４材を組み込んで必要な枚数だけパネルにし、

晴天時の１日で一気に屋根まで仕上げてしまうという、

じつに画期的なシステムだ。

パネルの作製はコツコツとマイペースで進めることが

できるし、組み上げ時には建築の知識がない人でもパネ

ルを支えたり、必要な場所にビスを打つといった作業に

参加できることもメリットといえる。自宅と建築場所が

離れている場合、自宅であらかじめパネルを作っておい

て、それを現場に運んで一気に組み立てることも可能だ。

このパネル方式の特徴は、合板の縦方向に並べる 2

× 4材のスタッド（柱）の配置方法にある。通常だと

スタッドは 400 〜 455㎜程度の間隔に並べるところを

実例❷

用語解説   サブロク板▶ 3 尺×6尺の合板の俗称。一般には910×1820㎜の構造用合板や900×1800㎜のコンパネなどを指す。
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合板の両サイドだけに配置し、組み上げた時点でスタッ

ドが「つねに２本重なる」ようにしているのだ。これに

よって、通常のツーバイ構法と同程度の強度を発揮する

と同時に、作業を明確にしている。小屋の完成後、スタ

ッド同士をツーバイ材でつなぐように水平に配置するこ

とで強度はさらにアップし、つないだツーバイ材自体は

便利な棚としても活用できるのだ。建築基準法の制限が

あるため一般住宅としては採用が難しい方式ではある

が、小規模なガレージや小屋をつくるなら非常にメリッ

トが多い方法だと思う。

ただし、このパネル式では、一枚一枚のパネルをパズ

ルのように組み立てていくので、パネルそのものの精度

が小屋の完成度に直結する。その意味では「家具作り」

にも近いものがあり、加工にはある程度の「ていねいさ」

が要求されることは頭に入れておきたい。

なお、この４畳小屋に使用した材料や道具は、実例❶

とそれほど大差はない。とくに道具に関してはほぼ同じ

なので、21ページを参考にしてほしい。それでは、菊

池ご夫妻が実際に作った４畳の小屋をモデルケースに、

パネル方式の作業方法を見ていこう！

用語解説   小屋組み▶屋根の荷重を支える骨組みのこと。主に棟木や束を組み合わせる「和小屋組み」、部材を三角形に組んだトラスで支える「洋小屋組み」がある。

◆ 4 畳小屋作りの工程

パネルの組み立て・半日〜
パネルの精度がよければ、組み立ては非常に簡単。今回も、パネ
ルの組み立てから屋根の下地まで1日で完了できた

屋根工事・1 日〜
垂木に構造用合板を張り、ルーフィング、仕上げ材の順で張って
いく。これもダンドリがよければ、１日で作業できる

パネルの作製・2 日〜
壁のパネルを計 10枚、小屋組み用のパネルを計 6枚作製する。
この小屋作りでは、パネルの精度が作業性や完成度を大きく左
右するので、ていねいに作りたい。逆に言えば、パネル作りさえ成
功すれば、あとの作業は楽勝になる

軒天には、自作の換気パーツを取り付ける。壁はもっともリーズ
ナブルな「カット合板」の下見張りで仕上げた

軒天と壁の仕上げ・1 日〜

完成！

基礎・土台の設置・ 1 日
最初に基礎や土台を設置してプラットフォームとしておけば、この
上でパネルを作ることができて、作業効率が格段にアップする

建具は意外と小屋の雰囲気を左右する。ここはセンスの見せ所？

建具の自作と設置・半日

◆４畳小屋のツーバイ構造図

垂木（2×6材） 桁（2×4材）

縦枠＝スタッド
（2×4材）

下枠
（2×4材）

上枠
（2×4材）

沓石 土台
（2×6材）

基礎束
（2×6材） コンクリート平板

【側面】【正面】
3,640

455

1,820

1,
82
0

91
0

91
0

開口部
（ドア）

破風板
（2×8材）

鼻隠し
（2×8材）

妻壁

＊単位はミリ（㎜）
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第１章 ◆「スモールハウス」からはじめよう！

用語解説   胴縁▶壁に仕上げ材などを張るための幅の狭い下地用の板材。縦胴縁と横胴縁があり、30〜 45㎝ほどの間隔で取り付けるのが一般的だ。

使用部分 材料 個数
基礎 沓石（羽子板付き） 9個
〃 コンクリート平板 6枚

土台、根太、束 2×6材（防腐処理剤・12㌳） 10本
床 構造用合板（1,820×910×12㎜） 8枚
〃 アスファルトルーフィング 2坪分
壁 2×4材（12㌳） 15本
〃 構造用合板（1,820×910×9㎜） 10枚
〃 防水透湿シート 適宜
〃 合板（カットして胴縁として使用） 1枚

外壁仕上げ 構造用合板（カットして使用） 約 18枚
小屋組み 2×4材（12㌳） 7本
〃 構造用合板（1,820×910×12㎜） 5枚
垂木 2×6材（10㌳） 9本

鼻隠し、破風板 2×8材（10㌳） 6本
屋根下地材 構造用合板（1,820×910×12㎜） 8枚
〃 アスファルトルーフィング 4坪分

屋根桟木 1×4材（8㌳） 10本
屋根仕上げ材 オンデュ波板（2,730㎜）＋棟カバー 4坪分
建具（ドア用） 1×4材（12㌳） 8本

〃 構造用合板（1,820×910×12㎜） 2枚
その他 ビス、気密テープ、塗料、ヒンジなど 適宜

◆パネル方式の 4 畳小屋に使用した主な材料

◆パネルを作る作業場とダンドリについて

この小屋はパネル方式で建てているが、構造体はツーバイ構法とそれほ
ど違いがないので、経費的にも大差はない。とはいえ、壁の仕上げ材や
胴縁などは構造用合板をカットして使っていること、ドアは簡略タイプを
自作しているので、その分は経費削減になったようだ

コーナー部には羽
子板金具付きの沓
石、その間にはコン
クリート平板を置い
て防腐処理材を基
礎束として根太を
支えた

土台まわりに使用
する 2×6 材 は、
すべて防腐処理さ
れたもの。カットし
た面には、さらに防
腐塗料を塗っておく
と安心だ

屋根の仕上げには、
オンデュリン・クラ
シックシートを使
用。材質はイージ
ーラインと同様だ
が、長さが 2ｍある
ので作業効率が格
段によくなる

今回は敷地が広かったのでパネルの組み立て場所には困らなか
ったが、最初にプラットフォームを作れば、そこでパネルの作製が
できる。また、自宅と建築場所が遠い場合は、自宅でパネルを作
って、晴天時に現地に運んで一気に組み立てる方法もある

パネル作りでは、あらかじめ各部材の加工寸法を一覧表にして
おくとよい。とくに大人数で作業するときは勘違いが起こりやす
いので、現場ではそれを見ながら作業すれば間違いがないだろ
う。こうした事前の段取りが、セルフビルドでは重要なのだ

沓石（くついし）、コンクリート平板

防腐処理材

アスファルトルーフィング、屋根仕上げ材
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  １ �小屋を建てる場所の地盤が緩
い場合は、ダンパーなどでしっ
かり突き固める。この時点で、
地面をなるべく水平にしておく
のが理想だ。

  ２ �土台となる2×6 材を必要な
長さに丸ノコでカットし、小屋の
位置に並べてみる。

  ３ �土台は二枚重ねで使用するの
で、あらかじめ 65㎜のビスを
20㎝間隔で留めておく。

  ４ �コーナー部を組み合わせるよう
にして、90㎜のビスで留める。
ここは荷重が掛かる場所なの
で、二重の2×6材それぞれに
ビスを効かせたい。

  ５ �根太も同様にしてビス留め。土
台を貫通するように、ここでは
120㎜のビスを使用した。

  6 �土台のコーナーの直角を確認
するために、対角線を測ってみ
る。ここでは、4055㎜になれば、
土台が正確な長方形になってい
る。この状態で、コーナー部に
仮の筋交いを打って直角がズレ
ないようにする。

STEP❶ プラットフォームを設置しよう！

1 2

3 4

5 6

【土台の施工図】
実例❶とは違って、こ
の小屋の土台には防
腐処理済みの 2×6
材を使用した。根太や
基礎束も同様だ。材料
を統一することで無駄
がなくなり、加工もスム
ーズになる。基礎は簡
易的に沓石とコンクリ
ート平板を併用した。
455㎜ピッチで根太を
入れ、この上に構造用
合板を4 枚二重にし
て、計 8枚張った

3,640

1,820

455 455 455 455 455 455 455 455

416358
内々の
間隔

内々の
間隔

土台、根太、基礎束
2×6材

（防腐処理）

沓石
（羽子板付き）

束石
（コンクリート平板）

用語解説   ダンパー▶地面を突き固めるための道具で、鉄のヘッドに柄が付いたものがホームセンターで買える。丸太などを使って自作するのも簡単だ。

＊単位はミリ（㎜）
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第１章 ◆「スモールハウス」からはじめよう！

  7 �土台のコーナーの下に沓石を
置いていく。このとき、土台の
上面に水平器を置いて、水平
がとれていないようなら防腐
処理済みのツーバイ材の端材
や基礎パッキンの調整板（23
ページ）で適宜調整する。

  8 �水平が決まったら、沓石の羽子
板と土台を65㎜のビスで緊結
していく。長さ5㎝ほどのコー
チボルトで留めてもOKだ。

  9 �真ん中の根太の下に沓石、3
列目と7列目の根太の下に束
石（コンクリ平板）を置く。

10 ��束石には2×6材の基礎束を
立てていく。このように束石に
立てた状態で根太の上面まで
の長さをマークする。

11 ��マークよりも数ミリ短めにカッ
トしてから、再セットして65㎜
のビスで固定する。

12 ��真ん中の束は平板に立つ位置
をマークしておいて、カット後
に同じ位置に置いてからビス
留めするとよい。

13 ��これで骨組み完成。22ページ
の角材を使った土台よりも、こ
ちらのほうがレベルの調整は
しやすいだろう。

14 �土台の上に構造用合板を並べ
て、45㎜のビスで土台や根太
に留めていく。ビスのピッチは
20㎝ほどが目安。

15 ��今回は実験的にアスファルト
ルーフィングを合板の上に敷
いて、地面からの湿気を遮るよ
うにしてみた。

16 ��さらに、構造用合板を乗せて
50㎜のビスで留めていく。結
果的に、このサンドイッチ作戦
によって、どんなに湿度の高い
日でも小屋の中はサラッとして
いて、ジメジメ感はゼロに近く
なったのだ

7 8

9 10

11

15

12

14

16

13

用語解説   ピッチ▶連続する一定の間隔（距離）のこと。比較的短い間隔を指すことが多く、全長やある程度の長い間隔は「スパン」ということが多い。
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STEP❷ パネル壁を作って、組み上げてみよう！

BA C

910

872 834 821

910

1,
82
0

910

38 89

今回のような小屋はもちろん、もっと大きな建
物でも作るべきパネルは左の3種類だけでOK
だ。基本となるのはBで、これは単純に構造用
合板の周囲に2×4 材を留めるだけでよい。
建物のコーナー部に配置するAとCもほぼ同
様の作りだが、Aはどちらか一方のスタッド（縦
枠）をツーバイ材の厚み分（38㎜）だけ内側
に配置するのがポイント。これによって、合板の
端に38㎜の余白ができる。そして、Cはどちら
か一方のスタッドを平使いに配置する。この平
使いにしているスタッド（38㎜厚）が、Aパネ
ルの余白となっている38㎜のすき間にジャスト
フィットするわけだ

これが、今回の小屋のパネル壁の配置例。AとCはコーナー用
のパネルで、オス＆メスの関係で接合する仕組みだ。建物が大き
くなる場合は、Bのパネルを量産していけばよい。たとえば、奥
行きを長くしたいなら、Cパネルの間にBパネルを必要数入れて
いけばいいだけなので、応用自在の方式といえるだろう

これは、コーナー用のCパネルを作っているところ。上下枠のツ
ーバイ材に対して、どちらか片側のスタッドを平使い（平らに置
く）している。このスタッドが、つねにAパネルの38㎜のすき間
にフィットして、かつ、Aの内側にずらしたスタッドとピッタリ二枚
重ねの状態でビス留めされることを頭に入れておこう！

パネル方式では一枚
一枚のパネルごとに
作製していくので、作
業は非常に効率的だ。
反面、パネルの精度も
要求されるため、ツー
バイ材のカットや接合
は、つねに正確に行う
ことを意識したい

パネルの作り方は、図
面通りに2×4材をカ
ットして75㎜のビスで
枠組みし、その枠に構
造用合板を45㎜のビ
スで留めていくだけと
簡単。また、すべての
パネルで縦枠はつね
に長さ1,820㎜として
おけば間違えにくい

パネル壁は「3 種類」作ればOK！

A B B

A

A

A

C C

C C

このスタッドだけ
平使いにする

プラットフォーム
（1,820×3,640㎜）

開口部
（ドア側）

用語解説   開口部▶窓やドアなどの総称。採光、換気、通行、眺望などの役目を果たす。

＊単位はミリ（㎜）
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第１章 ◆「スモールハウス」からはじめよう！

  １ �すべてのパネルが完成したら、
晴天になったタイミングで一気
に壁を立ち上げてみよう。作業
はとても簡単で楽しい。まず、プ
ラットフォームの下地合板の位
置を目安に、A〜B通りの壁を
立ち上げていく。 

  ２ �パネルの下枠のツーバイ材をプ
ラットフォームの外周ギリギリに
立てた状態で、90㎜のビスで下
枠を土台に留めていく。パネル
は3種類あるので、設置場所や
向きを間違えないように！

  ３ �パネル同士の接合は、隣り合う
スタッドをピッタリと重ね合わせ
た状態で、65㎜か75㎜のビス
を20㎝ピッチで留めていく。

  ４ �パネル自体はひとりでも持てる
重量だが、人数がいれば作業は
圧倒的にはかどる。今回も、小
屋作りに興味を持つ若者たちが
応援に来てくれて、作業はどん
どん進んだ。

  ５ ��Aパネルは、このように合板の
端をプラットフォームの外面ギリ
ギリに収めるのが正解。スタッド
の右側に見えている合板の余
白に、Cパネルの平使いしたス
タッドが収まるわけだ。

  6 �各パネルの縦枠の関係を俯瞰
した図。AとCの収まりをはじめ
として、最終的にはすべてのス
タッドが二枚重ねとなる。

  7 �AとCのパネル同士を収めてい
るところ。スタッドがコーナーで
接合する部分も、75㎜のビスで
留めればよい。

  8 �コーナー部では、Aの合板の余
白からCの平使いしたスタッド
の側面に向けて、45㎜ビスを外
側から打って補強する。

  9 �このように、パネルの合板の厚
み分だけ、プラットフォームから
外側に出ているのが正解。

10 �パネルの精度がよければ、壁の
組み立てに要する時間はわず
か30 分足らず。じつにスムー
ズな作業だった

1 2

3 4

5 6

7 8

9 10

ここにCパネ
ルのスタッド
が収まる

合板の厚み＝12㎜、
プラットフォームから
はみ出るのが正解

AパネルBパネル

プラットフォーム

C
パ
ネ
ル

【壁パネルの組み立て】
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STEP❸ 小屋パネルを立ち上げて屋根の垂木をかける

小屋組み用のパネルは、前後の壁に乗る小壁が計４枚、妻壁が左
右一枚ずつになる。考え方としては、前後の小壁が 39ページの
Aパネル、妻壁がCパネルに相当し、小壁の合板端の余白に妻壁
のスタッドがはまる構造だ。また、屋根の傾斜を作業しやすい３寸
勾配としたとき、奥行きの長さは1,820㎜なので、前面の小壁の
高さを910㎜とすると、後面の高さは「910−（1820×0.3）＝
364㎜」となる。小壁や妻壁の縦枠上端も3寸勾配でカットして

おこう。小壁には2×6材の垂木を落とし込むため、合板の上端
は455㎜ピッチで欠き込みしておく。欠き込みの幅は40㎜、深さ
は120㎜だ。2×6材の高さは140㎜なので、垂木を乗せたとき
に20㎜の通気層ができることになる。この欠き込みの下端を基
準としてパネルの上枠を取り付ければ、これが垂木を乗せるため
の「桁」として機能するわけだ。なお、各パネルの中央に平使い
で入っているスタッドは、外壁仕上げ材を張るときの下地となる

3 寸勾配の「小屋組み」のパネル図

【小屋パネルの作り方】
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  １ �小壁となる構造用合板を図面の
通りのサイズにカットしたら、その
上部に垂木を落とし込むための
欠き込みを加工する。ここはジグ
ソーを使うのが便利。 

  ２ �コーナー部は、数字の順番でカッ
トするときれいに仕上がる。

  ３ �欠き込みのピッチは 455㎜が基
本。幅はツーバイ材の厚みにマー
ジンを加えた40㎜に合わせる。

  ４ �スタッドも正確にカットし、合板に
45㎜のビスで取り付ける。

  ５ �ビスを打つときに材料がずれるこ
とがあるので、誰かに押さえても
らうとベター。

  6 �桁の材料はこのように屋根勾配
に加工するのが理想だが、斜めカ
ットが難しいようなら角材のままで
も問題ない。

  7 �スタッドと桁をビス留めする。桁は
平使いとなるので図面を参考に。

  8 �この小壁さえていねいに作ってお
けば、今後の作業は楽勝になる。

  9 �妻壁も同様に作製すればよい

3

4

7

1

2

5

8 9

6

❶

❷ ❸

❹

３
寸
勾
配

＊単位はミリ（㎜）
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第１章 ◆「スモールハウス」からはじめよう！

7 8

9 10

  １ �小屋のパネルを組み立てるとき
は、脚立が２脚あると安全に作
業できる。まずは、後面の小壁
から設置していく。1階の壁と
の接合は、65㎜か75㎜のビス
を20㎝ピッチで打っていく。 

  ２ �続いて妻壁を立ち上げ、小壁と
接合する。風であおられないよ
うに、誰かに押さえてもらいな
がら作業しよう。

  ３ �前面の小壁を立ち上げる。中央
の接合部分は、左右のスタッド
同士をピッタリと重ね合わせ65
㎜か75㎜のビスで留める。

  ４ �小壁上部のスリットに2×6材
を垂木として落とし込んでいく。
小壁の精度が問題なければ、お
もしろいように作業は進む。垂
木の出幅は、前側で500㎜、後
側を300㎜とした。

  ５ �垂木は桁に乗った状態なので、
90㎜のビスを両側から斜め打
ちしていく（24ページ）。

  6 �計 9 本の垂木を渡し終えたら、
それらを2×8材で繋ぐように
90㎜のビスで留めて「鼻隠し」
とする。このとき、左右のけらば
側を455㎜ずつ横に出すため、
鼻隠しは4550㎜の長さが必要
になる。ここは8フィート（2440
㎜）材を２本継ぎにした。継ぎ
方については69ページを参考
にしてみたい。

  7 �さらに、鼻隠しの端同士を繋ぐ
ように2×8材をビス留めして
垂木兼「破風板」とする。

  8 �垂木の上に12㎜の構造用合板
を45㎜のビスで留めていく。合
板は千鳥（互い違い）に張るこ
とで屋根の剛性がアップする。

  9 �室内側はこんな感じ。桁から上
に出ている合板部分が、「面戸
板」の役目を果たしている。

10 �すべての合板を張り終えたら、
長さ20㎝ほどに切った角材
（30㎜角など）で桁と垂木をビ
ス留めして「あおり止め」にす
ると強風対策になる

1 2

3 4

5 6

【小屋パネルの組み立て】

用語解説   面戸板▶垂木と垂木との間にできるすき間（＝面戸。めんど）に入れる板のこと。28ページのように、垂木を平置きする場合は必要ない。

垂木

桁ビスを斜め打ち

鼻隠し

破風板
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7 8

9 10

  １ �屋根の防水性を高めるため、下
地合板の上にはアスファルトル
ーフィングを張る。あらかじめ必
要な長さにカッターで切ってか
ら屋根に乗せると作業が楽だ。 

  ２ �タッカーでステープルを45㎝
間隔に留めていく。ルーフィン
グは屋根の下側から張り、重な
りを100㎜ほど確保したい。

  ３ �さらに、屋根材を取り付けるた
めの桟木（さんぎ）を65 〜
70㎝間隔に45㎜ビスで留め
る。ビスは垂木に利かせよう。

  ４ �桟木の上に屋根仕上げ材を乗
せて、ビス留めしていく。ビスは
桟木に利かせたいので、その位
置がわかるようにチョークライ
ンを打っておくとよい。今回のオ
ンデュリンの場合、軒の出幅は
最大 50㎜となっている。屋根
材を横方向に並べるときは、１
〜２山重ねるのが基本だ。

  ５ �専用のクギには、このようなキャ
ップがセットになっている。今回
は、長さ75㎜のビスにキャップ
をセットして使うことにした。

  6 �ビスは波の山側に打ち込むの
が鉄則。ビスを強くねじ込み過
ぎると屋根材が湾曲してしまう
ので、キャップにビスの頭が少し
食い込むぐらいでストップする
とちょうどいい。

  7 �最初に 4 〜 6 山おきにビスを
打って仮固定した後、すべての
山にビス留めしていく。最後に
キャップのフタをする。

  8 �屋根の上に直接乗ると変形す
る可能性があるので、合板など
を足場板にするとよい。

  9 �片流れ屋根の場合、頂点側に棟
用のカバーを取り付けておくと
雨仕舞いが向上する。重ね幅は
20㎝以上がメーカーの推奨。

10 �これで屋根の完成。なお、屋根
材を縦方向に重ねる場合は、重
なり幅を30㎝ほど確保するの
が安心だ。また、カットする場合
はノコギリを使用するとよい

STEP❹ 屋根を仕上げる

1 2

3 4

5 6

用語解説   あおり止め▶屋根が強風であおられるのを防ぐために、垂木と桁を連結するためのパーツ。
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第１章 ◆「スモールハウス」からはじめよう！

7 8

9 10

  １ �壁の雨仕舞いのために、下地合
板を覆うように防水透湿シート
をタッカーで張っていく。シート
の重なりは100㎜が目安。 

  ２ �小屋といえども、軒天を仕上げ
ると一気に風格が増す。軒換気
のパーツは専用のものが市販
されているが（214ページ）、
写真のようなプラスチック段ボ
ールを4 〜 5㎝幅にカットし、
両面テープで8枚ほど接着し
たものでも代用できる。

  ３ �プラダンは紫外線に弱いが、軒
裏に使うので問題なさそうだ。

  ４ �50㎜のビスで前後の鼻隠しに
取り付ける。ここから入った空
気が屋根裏を通って反対側の
軒から抜けていく仕組みだ。

  ５ �軒天板は、合板を軒天の幅にカ
ットしたものを使用した。好みの
カラーで塗装しておく。

  6 �38㎜ビスで垂木に取り付けてい
く。板を支える人、ビスを打つ人
のふたりで作業するとよい。

  7 �軒天を張り終えたら、壁に張っ
た防水シートの上から胴縁を縦
方向にビス留めしていく。胴縁
同士の間隔は910㎜が目安で、
ツーバイのスタッドにビスを効
かせるようにすればOKだ。

  8 �正面の開口部には、ドア枠とし
て両サイドに塗装済みの 2×4
材を、上枠に2×8 材を75㎜
ビスで取り付けた。なお、この小
屋は工具置き場として活用する
ので窓は設けなかったが、取り
付けたい場合は壁のスタッド同
士をツーバイ材で水平に繋いで
窓枠とし、あとは95ページのよ
うに窓を入れればよい。

  9 �壁の仕上げは実例❶と同様の
下見張りだが、材料は構造用合
板を180㎜幅にカットして使う
ことにした。好みの色の防腐塗
料を塗っておく。

10 �板の重なりは 30㎜なので、働
き幅は150㎜となる。

STEP❺ 軒天の仕上げと壁張りの準備

1 2

3 4

5 6

用語解説   軒天▶のきてん。外壁から屋根が外側に出ている部分（軒）の天井を指す。軒裏。
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6 7

8 9

  １ �下見張りは別名「ヨロイ張り」
ともいわれており、図のように板
を少しずつ重ねて張ることで雨
水の浸入を防ぐことができる。
ビス留めの位置は、板の重なり
の少し上が基本。重なり部分に
直接ビスを打ってしまうと板を
上下の２ヶ所で留めることにな
り、とくに仕上げ材にムクの野
地板を使っていると経年で乾燥
収縮したときに板が割れること
がある。ただし、今回のように合
板を使う場合は、それほど気に
する必要はない。

  ２ �胴縁の下端に、合板を30㎜幅
にカットした「小割」をスタータ
ーとしてビス留めする。

  ３ �小割よりも15㎜ほど下げた位
置から仕上げ材を張っていくと、
雨水が下地にまわりにくくなっ
て雨仕舞いが向上する。板を留
めるビスはステンレスの 50㎜
を使用。

  ４ �2 枚目以降は 30㎜重ねて張っ
ていくので、このような治具を作
っておくと便利。

  ５ �下の板に治具を引っ掛けた状態
で上の板を置くことで、つねに
30㎜の重ね幅を確保できる。

  6 �インパクトドライバーを扱えれ
ば、力のない女性や子供でも作
業に参加できるのが下見張りの
楽しいところだ。

  7 �ドア枠部分は、壁材を枠に突き
付けるようにして留めれば、見
栄えが締まった感じになる。

  8 �妻壁の部分は、屋根の勾配に合
わせて仕上げ材をカットして張
っていく。

  9 �コーナー部は、1×6材などを
直角に組み合わせてビス留め
し、上端を屋根勾配にカットして
から壁に取り付ける。これで、壁
の仕上げが完了。いよいよ小屋
らしくなってきたぞ！

1 2

3

4 5

STEP❻ 壁を下見張りで仕上げる

壁材の幅−30㎜

30
㎜
重
ね
て
張
っ
て
い
く

スタッド

構造用合板

縦胴縁

防湿シート

壁仕上げ材

小割

プラットフォーム

基礎

ビス
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第１章 ◆「スモールハウス」からはじめよう！

  １ ��ドアの材料は、12㎜厚の構造
用合板と1×4 材だけ。まず、
合板をサンドイッチするように
表裏から1×4材をビス留めし
ていく。いずれも、あらかじめ好
みのカラーで塗装しておくとよ
い。1×4材の配置も合板のサ
イズに合わせて枠組みする以外
は、自由にデザインしてみると
楽しい。 

  ２ �ビスは錆に強いステンレスの
45㎜で、上下の1×4材を貫く
ように打ち込む。

  ３ �ドアは結構な重量になるため、
取り付けるためのヒンジ（蝶番）
は、大型で丈夫なものを使いた
い。また、ヒンジに付属のビスは
貧弱なので、新たに太くて長い
ビスで取り付けた。

  ４ ��ドアの設置は、２人がかりで作
業するのが楽だ。また、あらかじ
めツーバイ材などを利用して、
ドアの下に支えとなる受けを仮
留めしておくとよい

  ５ �ドア枠にヒンジを留めていく。
  6 ��今回は観音開きのドアとして、ド
ア枠の内側に戸当りを付けた。
これで、小屋本体の完成だ！

STEP❼ ドアを取り付けて、4 畳小屋の完成！

1 2

3 4

5 6

合板を真っ直ぐにカットしよう！
今回の小屋作りに限らず、合板や板材

をカットする機会はとても多い。しかし、短
い距離ならともかく、長い距離を真っ直ぐ
にカットするのは結構難しい。
そこでお勧めなのが、自作の「丸ノコガ
イド」を使う方法。といっても、2枚の薄
いベニヤ板を両面テープで貼り付けて、一
度仮カットをすればガイドは簡単に作れる。
あとは、このベニヤの端を切りたい材料の
カットラインに合わせた状態で、ベニヤの
段差に丸ノコのベースを沿わせながら切っ
ていけばOKだ。

Technical Note

❶3㎜厚のベニヤ
を10㎝と20㎝の
幅にカットして、こ
の２枚の端をそろ
えて両面テープで
接着する。❷2枚
のベニヤの段差
部分に丸ノコのベ
ースを沿わせなが
らカットすればガイ
ドの完成。❸切り
たい材料のカット
ラインにガイドを合
わせ、❹ガイドの
段差にベースを沿
わせながらカットす
ればよい

1

3

2

4
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  １ ��STEP7で小屋は完成したが、
ドアの雨仕舞いを強化するた
め、前面に独立式の下屋を設置
した。まず、下屋の四隅に防腐
剤を塗った丸太を埋めて基礎と
し、2×6 材をL字形に縦にビ
ス留めしたものをコーチボルト
でガッチリ留めて立ち上げる。 

  ２ ��さらに、柱同士を2×6材で繋
いで桁とする。桁の高さは小屋
との兼ね合いで調整する。

  ３ ��下屋の小屋組みは、三角形の
構造体で強度を発揮する「トラ
ス」で作ることにした。まず、垂
木（２×6材）を屋根勾配（今
回は２寸）で切って突き合わせ、
90㎜のビスを斜め2本打ちす
る。垂木の長さは、仕上げ材に
使うオンデュリン波板の長さで
調整すると無駄が出ない。

  ４ ��垂木の中間同士を繋ぐように梁
をビス留めする。梁は長いほど
強度的には有利だが、トラスを
乗せたときに梁が桁より上にな
る位置に調整したい。

  ５ ��垂木の突き付け部は、補強のた
めに短くカットした2×6 材を
ビス留めしておくとよい。

  6 ��本来は、トラスを屋根の上にひ
とつひとつ持ち上げて組み立て
ていくが、今回はユニックをレン
タルできたので、すべて地上で
組んで持ち上げることにした。

  7 ��トラスの間隔を455㎜として計
7基を平行に並べ、2×6 材を
屋根材受けの桟木として、垂木
と直角に900㎜間隔で入れる。

  8 ��トラスを桁に乗せた状態。今回
はユニックを使ったが、もちろん
ひとつひとつ人力で持ち上げて
もよい。桁と垂木はビスとあお
り止めでしっかり固定する。

  9 ��仕上げにオンデュリン波板を張
っていく。切り妻の頂点は、専用
の役物で収めよう。

10 ��柱と垂木を方杖でつなげて完
成。作業場やバーベキューの場
としても活躍してくれそうだ

1 2

3 4

5 6

STEP❽ 下屋とデッキの作製

7 8

9 10

用語解説   方杖▶ほうづえ。垂直材（柱など）と水平材（桁など）を斜めに繋ぐ補強材のこと。


